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２０２０年
ねん

１１月
がつ

  青塚
あおつか

 徹
とおる

 

 

児童
じ ど う

のみなさんへ 

学校
がっこう

生活
せいかつ

をかくじつに続
つづ

けていくためのコツ
こ つ

・その１２
じゅうに

・・・落
お

ちこんでいる友
とも

だちをはげます 

みんなの前
まえ

で失敗
しっぱい

してしまったり、先生
せんせい

におこられてしまったりすれば、だれでも落
お

ちこんでし

まいます。がっかりして、落
お

ちこんだ顔
かお

をしている友
とも

だちがいたら、はげましてあげたくなるかも

しれません。 

はげましてあげたいときは、したのような方法
ほうほう

で、はげましてみましょう。 

 

１． その友
とも

だちの近
ちか

くに行
い

く・・・すぐには声
こえ

をかけず、近
ちか

くに立
た

ったり、となりの椅子
い す

に座
すわ

っ

たりします。そして、ようすを観察
かんさつ

してみます。ただとなりに座
すわ

るだけでも、はげましや、

なぐさめのメッセージ
め っ せ ー じ

が伝
つた

わります。 

 

２． 声
こえ

をかける・・・相手
あ い て

に話
はな

してもらうためではありません。「心配
しんぱい

しているよ」という

メッセージ
め っ せ ー じ

を伝
つた

えるためです。でも、話
はな

したいようなら、話
はなし

をきいてください。 

① 「だいじょうぶ？」と声
こえ

をかけてみましょう。そして、少
すこ

し待
ま

ちましょう。友だち
と も だ ち

が話
はなし

を

はじめたら、きいてあげてください。 

話
はなし

をはじめなくても、しばらく一緒
いっしょ

にいてあげましょう。そして、離
はな

れるときは、「ぼく

（わたし）にできることがあったら、言
い

ってね」と、声
こえ

をかけましょう。 

② 「この前
まえ

、算数
さんすう

の問題
もんだい

教
おし

えてもらって、助
たす

かった」など、その友
とも

だちのいいところを、伝
つた

え

てあげましょう。そして、「休
やす

み時間
じ か ん

、また算数
さんすう

教
おし

えて」など、友
とも

だちの自信
じ し ん

が戻
もど

るような

誘
さそ

いを、伝
つた

えてみましょう。 

参考：相川充・猪刈恵美子（著）「イラスト版子どものソーシャルスキル・友だち関係に勇気と自信がつく 42のメソッド」合同出版 

 

 

 

 

 

 


